	第３章　担い手調査


[image: image1.emf]N = 394 ％

子育て家庭への多様な支援

一人暮らし高齢者や認知症高齢者の

見守り体制の充実

健康や生きがいづくりへの支援

障がいのある方が地域で自立して

生活することのできる施策の充実

生活困窮者の自立を支援する施策の充実

避難行動要支援者への支援

住民がお互いに助け合え、地域課題を

解決できる仕組みづくり

質の高い福祉人材の育成

福祉サービスに関するわかりやすい

情報の提供

気軽に相談できる体制の充実

認知症高齢者の金銭管理や市民後見人の

養成などの権利擁護の推進

気軽に集まり交流できる場の充実

ボランティアや市民活動団体（NPO 法人

など）などの市民活動への支援

その他

わからない

無回答

27.9

46.2

20.3

16.8

8.4

6.1

32.0

12.9

18.3

15.0

4.6

14.0

7.6

2.3

2.3

14.0
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[image: image2.emf]N = 394 ％

子育てに関する支援（未就学児）

子どもの成長と教育に関する支援

（未就学児を除く）

一人暮らし高齢者の見守り

高齢者の介護や生活支援

認知症高齢者の見守り

高齢者の社会参加と生きがいづくり

障がいのある方の生活支援

母子家庭や父子家庭への支援

ひきこもりへの支援

見えにくい貧困（ワーキングプア、

年金収入のみ高齢者、子どもの貧困など）

子どもや高齢者、障がいのある方、

配偶者への虐待・暴力

地域の防犯・防災

異なる世代との交流が少ない

自治会など地域の人たちとの交流が

少ない

空き家の増加

だれもが暮らしやすいまちづくり

（建築物や道路、公園など）

医療機関や商店、スーパーなどへの

移動手段

その他

わからない

無回答

18.3

16.8

55.6

33.8

30.2

30.2

16.5

13.2

17.0

25.9

13.2

40.9

21.3

31.5

25.4

16.8

15.5

5.3

7.9

1.3
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[image: image3.emf]N =

町内会・自治会 201

高齢クラブ 19

市民活動団体

（ＮＰＯ法人）

12

市民活動団体

（ＮＰＯ法人を除く）

20

商工会 1

小・中学校ＰＴＡ連合会 2

小平市社会福祉協議会 5

地域包括支援センター 5

相談支援事業所 8

保育所・幼稚園 4

児童館 3

子ども家庭支援センター 1

医師会、歯科医師会、

薬剤師会

2

49.8

5.3

25.0

30.0

100.0

80.0

62.5

100.0

100.0

32.3

50.0

45.0

50.0

50.0

50.0

6.0

21.1

25.0

10.0

50.0

40.0

6.5

10.5

5.0

20.0

50.0

50.0

4.0

10.5

12.5

20.0

1.5

52.6

10.0

20.0

20.0

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%


１　記入者の状況
（１）団体・組織の種類
◇　「町内会・自治会」が約５割と最も多く、次いで「民生委員・児童委員」が約２割
問１　あなたはどのような団体や組織に、参加または所属していますか。（１つに○）
「町内会・自治会」が51.0％と最も多く、次いで「民生委員・児童委員」が21.6％となっています。
[image: image4.emf]N =

民生委員・児童委員 85

町内会・自治会 201

高齢クラブ 19

市民活動団体

（ＮＰＯ法人）

12

市民活動団体

（ＮＰＯ法人を除く）

20

商工会 1

小・中学校ＰＴＡ連合会 2

小平市社会福祉協議会 5

地域包括支援センター 5

相談支援事業所 8

保育所・幼稚園 4

児童館 3

子ども家庭支援センター 1

医師会、歯科医師会、

薬剤師会

2

2.4

2.0

5.3

16.7

20.0

37.5

50.0

100.0

50.0

28.2

2.5

42.1

50.0

15.0

80.0

100.0

37.5

50.0

100.0

50.0

43.5

10.0

21.1

25.0

10.0

12.5

9.4

6.5

15.8

10.0

8.2

24.9

5.3

8.3

35.0

50.0

2.4

22.9

15.0

1.2

10.0

5.0

100.0

1.2

14.9

5.3

12.5

3.5

5.5

5.3

50.0

1.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image5.emf]地域福祉を実施する責任は行政にあるので、住民は特に協力することはない

行政の責任はしっかりと果たすべきだが、行政の手が届かない課題は住民も協力

すべきである

行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである

家庭内や地域の住民同士で助け合い、できない場合のみ行政が援助すべきである

その他

わからない

無回答


	区分
	
	民生委員・児童委員
	町内会・自治会
	高齢クラブ
	市民活動団体（ＮＰＯ法人）
	市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）
	商工会
	小・中学校ＰＴＡ連合会
	小平市社会福祉協議会
	地域包括支援センター
	相談支援事業所
	保育所・幼稚園
	児童館
	子ども家庭支援センター
	医師会、歯科医師会、薬剤師会
	無回答

	配布数
（件）
	600
	119
	359
	21
	30
	34
	1
	2
	7
	5
	9
	6
	3
	1
	3
	－

	有効
回答数
（件）
	394
	85
(21.6) 
	201
(51.0)
	19
(4.8)
	12
(3.0)
	20
(5.1)
	1
(0.3) 
	2
(0.5) 
	5
(1.3) 
	5
(1.3) 
	8
(2.0) 
	4
(1.0) 
	3
(0.8) 
	1
(0.3) 
	2
(0.5) 
	26
(6.6) 

	有効
回収率
（％）
	65.7
	71.4
	56.0
	90.5
	40.0
	58.8
	100.0
	100.0
	71.4
	100.0
	88.9
	66.7
	100.0
	100.0
	66.7
	－


（　）は有効回答数の構成比
[image: image6.emf]N = 394 ％

子どもや高齢者、障がいのある方など

支援が必要な人への見守り・手助け

避難行動要支援者（＊）の救助・支援

福祉サービスに結び付いていない人への

支援

地域活動への若い人の参加が少ない

地域活動の担い手が少ない

近所どうしのつながりが希薄に

なってきた

地域の交流の場が少ない

ごみ捨てなど公共のマナーが

守られていない

空き家が増えてきた

道路の段差などがあり、外出しにくい

その他

わからない

無回答

51.3

29.9

34.0

48.7

49.7

53.3

29.7

23.6

25.9

10.2

6.9

3.8

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80


（２）メンバー・職員の人数
◇　「10人未満」が多い
【問２から問４は、問１で「２．町内会・自治会」～｢14．医師会、歯科医師会、薬剤師会」と答えた方にお聞きします。】
問２　日ごろ活動・業務を行っているメンバー・職員は何人ですか。
※平成28年11月1日現在の人数でお答えください。（１つに○）
「10人未満」が43.3％と最も多く、次いで「10～29人」が29.6％となっています。
[image: image7.emf]N = 394 ％

情報量が少ない

情報伝達が遅い

情報の内容がわかりにくい

視覚障がいのある方への音声コードなど、

適切な媒体を通しての情報提供が少ない

どこで市の情報を入手すればよいか

わからない

その他

特に問題は感じていない

無回答

18.8

12.2

15.5

3.3

6.6

5.8

54.3

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80


[image: image8.emf]N = 394 ％

市報こだいらや市のパンフレット

市のホームページ

市の窓口

市以外の行政機関の窓口

町内会・自治会

小平市社会福祉協議会

地域包括支援センター

相談支援事業所

子ども家庭支援センター

医師会、歯科医師会、薬剤師会

民生委員・児童委員

ケアマネジャー、ヘルパー等

市民活動団体（ＮＰＯ法人など）

商工会

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌等

インターネット（市のホームページ以外）

フェイスブック・ツイッター等のSNS

その他

無回答

72.6

22.1

22.1

7.1

33.0

51.5

28.9

8.4

14.0

3.6

38.8

14.2

9.6

2.3

26.4

17.3

2.8

4.1

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80


[image: image9.emf]N = 394 ％

時間的な負担が大きい

体力的な負担が大きい

一緒に活動するメンバー・職員が

少ない、不足している

メンバー・職員が高齢化している

後継者が育たない

活動・業務のための場所の確保

が難しい

活動・業務のための資金の確保

が難しい

行政との連携が取りにくい

同じ分野・活動（業務）内容の個人・

団体とのネットワークがない

異なる分野・活動（業務）内容の個人・

団体とのネットワークがない

地域の情報が得にくい

専門知識が不足している

活動・業務内容の情報発信が

十分できていない

その他

特にない

無回答

28.2

13.7

30.5

47.2

31.2

8.1

7.6

4.6

5.3

3.6

11.9

7.4

11.2

6.3

13.2

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80



【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、町内会・自治会で「10人未満」が多くなっています。
[image: image10.emf]N =

291
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[image: image11.emf]N = 210 ％

地域センター

公民館

図書館

福祉会館

小平元気村おがわ東

町内会・自治会の集会所

その他

無回答

54.8

36.7

2.4

30.5

8.6

16.2

14.3

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80


[image: image12.emf]N =

民生委員・児童委員 85

町内会・自治会 201

高齢クラブ 19

市民活動団体

（ＮＰＯ法人）

12

市民活動団体

（ＮＰＯ法人を除く）

20

商工会 1

小・中学校ＰＴＡ連合会 2

小平市社会福祉協議会 5

地域包括支援センター 5

相談支援事業所 8

保育所・幼稚園 4

児童館 3

子ども家庭支援センター 1

医師会、歯科医師会、

薬剤師会

2

2.4

35.8

5.3

5.0

12.5

14.1

3.5

66.7

10.0

100.0

50.0

80.0

100.0

87.5

100.0

100.0

63.5

48.8

78.9

16.7

80.0

50.0

20.0

75.0

100.0

17.6

10.0

15.8

16.7

5.0

25.0

2.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（３）メンバー・職員の年齢層
◇　「60代」が最も多い
問３　日ごろ活動・業務を行っているメンバー・職員の年齢層は何歳代が中心ですか。「最も多い年代」と「次に多い年代」を次から選び、下の回答欄に数字を記入してください。
①　最も多い年代
「60代」が30.2％と最も多く、次いで「70代」が24.7％、「40代」が13.1％となっています。
[image: image13.emf]知っている 知らない 無回答


[image: image14.emf]民生委員・児童委員 町内会・自治会

高齢クラブ 市民活動団体（ＮＰＯ法人）

市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く） 商工会

小・中学校ＰＴＡ連合会 小平市社会福祉協議会

地域包括支援センター 相談支援事業所

保育所・幼稚園 児童館

子ども家庭支援センター 医師会、歯科医師会、薬剤師会

無回答


[image: image15.emf]N =

291

43.3 29.6 8.9 6.93.8

0.3

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「60代」が多くなっています。
[image: image16.emf]10人未満 10～29人 30～49人 50～99人

100 ～299 人 300 人以上 無回答


[image: image17.emf]N =

291

1.0

5.8 10.7 20.3 21.3 20.3 5.5 15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image18.emf]10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答



②　次に多い年代
「60代」が21.3％と最も多く、次いで「50代」、「70代」が20.3％となっています。
[image: image19.emf]１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上30年未満

30年以上 わからない 無回答


[image: image20.emf]N = 329 ％

団体・組織の役員を輪番制にしている

定期的な会合を減らしている

行事・事業をやめるなど、活動・業務

内容を縮小している

団体・組織への勧誘のためのＰＲ活動を

している

地域活動（交流も含む）・業務の拠点を

整備している

行政などの各種補助金を活用している

個人や他団体と交流を持ち、参考にしている

なるほど出前講座「デリバリーこだいら」（＊）の

活用や、行政による研修会などへの参加により、

関係する情報を得ている

ホームページやフェイスブックなどで

情報を発信している

その他

わからない

無回答

34.3

13.1

21.3

17.0

6.4

17.9

17.0

6.4

4.3

6.4

5.8

22.2

0 10 20 30 40 50


[image: image21.emf]N =

394

19.8 13.7 53.3 10.9 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%



【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「50代」が多くなっています。
[image: image22.emf]N = 394 ％

見守りや安否確認の声かけ

食事づくりや、掃除、洗濯、買物

ごみ出しや電球の交換などの

ちょっとした力仕事

通院、買物などの外出の付き添い

体操・運動の活動など、自主的な

通いの場の提供

子どもの預かり

話し相手や相談相手

具合がよくない時の、病院や福祉

事務所への連絡

災害時の手助け

その他

よくわからない

無回答

76.4

9.4

31.0

13.5

8.4

7.1

44.2

38.6

57.4

3.0

5.1

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100


[image: image23.emf]日ごろ活動しているメンバーの個人宅

参加または所属している団体・組織の事務所

地域の公的施設（公民館や地域の集会所など）

その他

無回答


[image: image24.emf]N =

394 4.3 17.3 18.3 7.6 18.5 13.5 6.1 8.9 4.3 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（４）活動・業務の通算年数
◇　「30年以上」が約半数
問４　あなたの参加または所属する団体・組織は、活動・業務を始めてからどれくらいになりますか。通算の年数でお答えください。（１つに○）
「30年以上」が49.5％と最も多く、次いで「10年以上20年未満」が13.1％、「20年以上30年未満」が11.3％となっています。
[image: image25.emf]毎日 週４～６日 週２～３日 週１日

月２～３日 月１日 年６～11日 年１～５日

その他 無回答


[image: image26.emf]N = 394 ％

小・中学生が「福祉のまちづくり（＊１）」を学び、

福祉体験など（＊２）をする機会の充実

市民を対象とした「福祉のまちづくり」を学び、

福祉体験などをする機会の充実

行事などによる、高齢者や障がいのある方などとの

交流の機会の充実

広報・パンフレットやイベントの開催などにより、

「福祉のまちづくり」を広く普及・啓発すること

その他

わからない

無回答

50.8

28.4

26.6

22.1

3.3

8.1

14.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80


[image: image27.emf]必要としている 必要としていない わからない 無回答



【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、町内会・自治会で「30年以上」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「10年以上20年未満」が多くなっています。
[image: image28.emf]N = 394 ％

高齢者を対象とした福祉活動

障がいのある方を対象とした福祉活動

子育て支援

青少年育成・支援

地域の清掃・美化

防犯・地域の安全活動

防災活動

さまざまな人々が交流できる居場所づくり

自助グループ、相互援助グループ

地域の医療

事業者の経営改善支援と地域振興

その他

無回答

40.6

31.7

27.9

26.4

43.9

44.9

36.0

21.1

7.4

1.8

1.3

12.2

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80


[image: image29.emf]N =

293

32.4 59.0 8.2 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image30.emf]N =

394

74.4 8.6 14.2 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



２　日ごろの活動・業務について
（１）主な活動・業務の地域
◇　「中央東圏域」が２割半ば
問５　主な活動・業務の地域をお選びください。（あてはまるすべてに○）
「中央東圏域」が25.6％と最も多く、次いで「東圏域」が21.1％、「西圏域」が20.3％となっています。
[image: image31.emf]聞いたことがある 聞いたことがない 無回答


【小平市の日常生活圏域】
	日常生活圏域
	町 丁 名

	西圏域
	栄町１～３丁目、中島町、小川町１丁目、たかの台、津田町１丁目、
上水新町１～３丁目、上水本町１丁目

	中央西圏域
	小川西町１～５丁目、小川東町１～５丁目、津田町２～３丁目、
学園西町１～３丁目、上水本町２～６丁目

	中央圏域
	小川東町、小川町２丁目、学園東町１丁目

	中央東圏域
	美園町１～３丁目、大沼町１～７丁目、仲町、学園東町２～３丁目、
学園東町、喜平町１～３丁目、上水南町１～４丁目

	東圏域
	花小金井１～８丁目、天神町１～４丁目、鈴木町１～２丁目、
花小金井南町１～３丁目、回田町、御幸町


[image: image32.emf]入手できている ほぼ入手できている

ほとんど入手できていない 無回答



【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員、高齢クラブで「中央西圏域」が、町内会・自治会で「中央東圏域」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「市内全域」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	西圏域
	中央西圏域
	中央圏域
	中央東圏域
	東圏域
	市内全域
	近隣市を含む地域
	都内
	特に決まっていない
	その他
	無回答

	民生委員・児童委員
	85 
	21.2 
	29.4 
	11.8 
	21.2 
	22.4 
	4.7 
	3.5 
	1.2 
	－
	－
	4.7 

	町内会・自治会
	201 
	23.4 
	14.9 
	3.5 
	33.8 
	23.9 
	－
	1.0 
	0.5 
	－
	－
	1.5 

	高齢クラブ
	19 
	21.1 
	47.4 
	－
	26.3 
	15.8 
	10.5 
	5.3 
	5.3 
	－
	－
	5.3 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	16.7 
	25.0 
	8.3 
	8.3 
	8.3 
	50.0 
	25.0 
	8.3 
	－
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	10.0 
	15.0 
	35.0 
	10.0 
	10.0 
	50.0 
	20.0 
	10.0 
	－
	－
	5.0 

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	－
	20.0 
	20.0 
	－
	20.0
	80.0 
	20.0 
	20.0 
	－
	－
	－

	地域包括支援センター
	5 
	20.0 
	20.0 
	20.0 
	20.0 
	20.0 
	20.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	8 
	12.5 
	12.5 
	12.5 
	12.5 
	12.5 
	62.5 
	37.5 
	12.5 
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	4 
	25.0 
	－
	25.0 
	25.0 
	25.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	児童館
	3 
	33.3 
	－
	33.3 
	－
	33.3 
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－


[image: image33.emf]N =

245
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（２）主な活動・業務の場所
◇　「地域の公的施設（公民館や地域の集会所など）」が約５割と最も多い
問６　主な活動・業務の場所はどこですか。（１つに○）
「地域の公的施設（公民館や地域の集会所など）」が53.3％と最も多く、次いで「日ごろ活動しているメンバーの個人宅」が19.8％、「参加または所属している団体・組織の事務所」が13.7％となっています。
[image: image34.emf]知っている 少し知っている わからない 無回答
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【参加または所属している団体・組織別】
[image: image37.emf]10代 20代 30代 40代 50代

60代 70代 80代以上 無回答

参加または所属している団体・組織別でみると、町内会・自治会で「日ごろ活動しているメンバーの個人宅」が、高齢クラブ、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「地域の公的施設（公民館や地域の集会所など）」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「参加または所属している団体・組織の事務所」が多くなっています。
[image: image38.emf]N = 394

(1) 町内会・自治会の活動

(2) お祭りなどの行事

(3) 子ども会やＰＴＡなどの活動
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[image: image39.emf]N =
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高齢クラブ 15
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医師会、歯科医師会、

薬剤師会

2

42.5

28.4

46.7

20.0

13.3

60.0

40.0

28.6

50.0

66.7

52.1

63.4

40.0

50.0

66.7

100.0

100.0

40.0

60.0

71.4

50.0

33.3

100.0

100.0

5.5

8.2

13.3

30.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（３）活動場所としている地域の公的施設
◇　「地域センター」が５割半ば
【問６で「３．地域の公的施設（公民館や地域の集会所など）」と答えた方にお聞きします。】
問６－１　活動場所としている地域の公的施設は次のうちどれですか。
（あてはまるすべてに○）
「地域センター」が54.8％と最も多く、次いで「公民館」が36.7％、「福祉会館」が30.5％となっています。
[image: image40.emf]N = 394 ％

施設（建築物・道路・公園・

公共交通機関など）のバリアフリー化

子育てのための施設整備

（授乳室・おむつ交換台など）

施設整備の際の市民参画

小・中学校における福祉教育

市民を対象とした福祉体験事業

心のバリアフリーの啓発のための

講演会

だれもがわかりやすい広報物・ホーム

ページの作成

大きな文字、絵などを用いた、

だれもがわかりやすい案内標示の設置

手話などの障がい特性に応じた

イベント・会議などにおける

情報保障

バリアフリーマップ（だれでもトイレの

場所など）などによるバリアフリー

情報の提供

その他

わからない

無回答
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[image: image41.emf]積極的である 普通だと思う 消極的である わからない 無回答



【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「地域センター」「福祉会館」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「公民館」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	地域センター
	公民館
	図書館
	福祉会館
	小平元気村おがわ東
	町内会・自治会の集会所
	その他
	無回答

	民生委員・児童委員
	54 
	77.8 
	63.0 
	1.9 
	70.4 
	7.4 
	5.6 
	25.9 
	1.9 

	町内会・自治会
	98 
	57.1 
	20.4 
	2.0 
	1.0 
	3.1 
	24.5 
	4.1 
	－

	高齢クラブ
	15 
	66.7 
	33.3 
	－
	26.7 
	13.3 
	13.3 
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	2 
	－
	50.0 
	－
	50.0 
	50.0 
	－
	100.0 
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	16 
	18.8 
	68.8 
	12.5 
	56.3 
	43.8 
	－
	12.5 
	－

	商工会
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	1 
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	1
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－

	地域包括支援センター
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	3 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	66.7 
	33.3 

	児童館
	3 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－

	子ども家庭支援センター
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、薬剤師会
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－


[image: image42.emf]N = 394

(1) 市民相談

(2) 地域包括支援センター

(3) 障害者福祉センター（愛称：たいよう福祉センター）、

     あおぞら福祉センター

(5) こだいら生活相談支援センター

(6) こだいらボランティアセンター

(7) 子育て相談室

(8) 子ども家庭支援センター

(9) 健康センター（健康相談）

(10)  ひとり親相談

(11)  子育て・女性相談室

(12)  小平市教育相談室

(13)  東京都多摩小平保健所

(14)  東京都小平児童相談所

(15)  市立保育園・学童クラブ・児童館に関する第三者委員

(16)  施設などの各事業者における第三者委員

(17)  権利擁護センターこだいら

(18)  福祉サービス運営適正化委員会

(19)  東京都国民健康保険団体連合会
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【地域別】
地域別でみると、西圏域・中央西圏域・中央東圏域・東圏域で「地域センター」が、中央西圏域で「町内会・自治会の集会所」が、中央圏域で「福祉会館」が、市内全域で「公民館」「図書館」「福祉会館」「小平元気村おがわ東」が多くなっています。一方、中央圏域では「地域センター」が少なくなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	地域センター
	公民館
	図書館
	福祉会館
	小平元気村おがわ東
	町内会・自治会の集会所
	その他
	無回答

	西圏域
	51 
	62.7 
	33.3 
	2.0 
	21.6 
	5.9 
	13.7 
	15.7 
	－

	中央西圏域
	51 
	62.7 
	37.3 
	－
	47.1 
	11.8 
	25.5 
	13.7 
	－

	中央圏域
	23 
	26.1 
	43.5 
	－
	56.5 
	21.7 
	8.7 
	30.4 
	4.3 

	中央東圏域
	49 
	46.9 
	40.8 
	2.0 
	18.4 
	8.2 
	14.3 
	16.3 
	－

	東圏域
	41 
	70.7 
	31.7 
	2.4 
	22.0 
	－
	14.6 
	14.6 
	－

	市内全域
	20 
	40.0 
	60.0 
	10.0 
	80.0 
	45.0 
	5.0 
	20.0 
	－

	近隣市を含む地域
	6 
	66.7 
	100.0 
	－
	100.0 
	50.0 
	16.7 
	33.3 
	－

	都内
	4 
	75.0 
	75.0 
	－
	100.0 
	25.0 
	－
	25.0 
	－

	特に決まっていない
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	その他
	1 
	100.0 
	－
	－
	100.0 
	－
	100.0 
	－
	－


[image: image43.emf]N = 394 ％
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無回答
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（４）活動・業務の頻度
◇　「月２～３日」、「週２～３日」が多い
問７　あなたはどれくらいの頻度で活動・業務を行っていますか。（１つに○）
「月２～３日」が18.5％と最も多く、次いで「週２～３日」が18.3％、「週４～６日」が17.3％となっています。
[image: image44.emf]N = 394 ％

活動・業務の担い手となる人材の育成

活動・業務の場所の確保に関する支援

活動費・事業費などの経済的な支援

団体や組織間の連携支援

先進的な活動・業務事例の紹介

専門性を持った人材や団体の紹介

地域情報の提供

情報発信に関する支援

活動・業務について相談できる機会の充実

市民への地域福祉に関する意識の啓発

その他

特にない

無回答

26.1
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24.6
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[image: image45.emf]N = 394 ％

日ごろからの近所づきあい

安否確認・支援の仕組みづくり

防災訓練・避難訓練

自主防災組織の結成と強化

避難行動要支援者の把握

消火器や災害時に頼りになりそうな

人材など、地域資源の確認

自治会名簿の作成

町内会・自治会など他団体との

交流・情報交換

その他

無回答
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[image: image46.emf]N = 394 ％

施設整備の際に参画する

市民を対象とした福祉体験事業に

参加する

高齢者や障がいのある方などと

交流するイベントなどに参加する

心のバリアフリーの啓発のための

講演会に参加する

バリアフリーマップ（だれでもトイレの

場所など）などの作成に協力する

声かけや誘導など、障がいの特性などに

応じた配慮を行う

障がい者等用の駐車場には、車を

停めない

歩道上に、自転車やバイクを放置しない

その他

わからない

無回答
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「週２～３日」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「週４～６日」が多くなっています。
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[image: image48.emf]N = 394 ％

小・中学生が、地域福祉について関心を深める

ための福祉教育の推進

市民が、地域福祉について関心を深めるための

学習の推進

ボランティア、市民活動団体（NPO 法人など）の

育成・支援（情報の提供など）

市民が関心を持ち、身近に感じてもらえるように

するための、ボランティア・市民活動団体

（NPO 法人など）などの紹介や、行事などの開催

豊富な経験と知識、技能を持つ高齢者の

マンパワーの活用

地域における高校・大学との連携

商店、企業などの、地域の担い手としての取組の

紹介

その他

わからない

無回答
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[image: image49.emf]N = 394 ％

民生委員・児童委員

町内会・自治会

高齢クラブ

市民活動団体（ＮＰＯ法人など）
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小平市社会福祉協議会

地域包括支援センター

保育所・幼稚園

児童館

子ども家庭支援センター

小・中学校

高校・大学

高齢者福祉施設

障がい者福祉施設

相談支援事業所

医師会、歯科医師会、薬剤師会

商工会

商店会や商店街

企業

消防団

ＰＴＡ

コミュニティサロン

その他

無回答
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（５）活動・業務の内容
◇　「防犯・地域の安全活動」が４割半ばと最も多く、次いで「地域の清掃・美化」、
「高齢者を対象とした福祉活動」が約４割
問８　あなたやあなたの所属する団体・組織は、どのような活動・業務を行っていますか。（あてはまるすべてに○）
「防犯・地域の安全活動」が44.9％と最も多く、次いで「地域の清掃・美化」が43.9％、「高齢者を対象とした福祉活動」が40.6％となっています。
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医師会、歯科医師会、

薬剤師会

2
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(1) 車椅子の方や誰もが安全に

     通れる建物の出入口や通路

     （段差をなくす、幅を広げるなど）

(2) 公共施設などのスロープや

     エレベーター、エスカレーター

(3) 車椅子の方や乳幼児を連れた方

     など、誰もが使いやすいトイレ

(4) 歩きやすいように、障がい物

     （看板や放置自転車、電柱など）が

     取り除かれた歩道や道路

(5) 点字ブロックや視覚障がい者用の

     信号機

(6) 車いすやベビーカーなどで

     乗降しやすいノンステップバスや

     リフト付バス

(7) 障がい者等用の駐車場

(8) 大きな文字、絵、複数の言語を

     用いた誰もがわかりやすい

     案内標示

(9) 手話通訳者が配置されていたり、

     音声案内がある施設

(10)  補助犬と同伴での入室が

        配慮された店・レストランなど
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「高齢者を対象とした福祉活動」「障がいのある方を対象とした福祉活動」「子育て支援」「青少年育成・支援」が、高齢クラブで「地域の清掃・美化」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	高齢者を対象とした福祉活動
	障がいのある方を対象とした福祉活動
	子育て支援
	青少年育成・支援
	地域の清掃・美化
	防犯・地域の安全活動
	防災活動
	さまざまな人々が交流できる居場所づくり
	自助グループ、相互援助グループ
	地域の医療
	事業者の経営改善支援と地域振興
	その他
	無回答

	民生委員・児童委員
	85 
	96.5 
	91.8 
	90.6 
	78.8 
	11.8 
	50.6 
	47.1 
	40.0 
	9.4 
	1.2 
	2.4 
	4.7 
	－

	町内会・自治会
	201 
	13.4 
	1.0 
	3.0 
	9.5 
	67.7 
	59.7 
	42.8 
	10.0 
	7.5 
	－
	0.5 
	13.4 
	4.0 

	高齢クラブ
	19 
	84.2 
	5.3 
	－
	10.5 
	78.9 
	26.3 
	10.5 
	31.6 
	10.5 
	－
	－
	10.5 
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	58.3 
	75.0 
	41.7 
	16.7 
	－
	－
	－
	25.0 
	16.7 
	16.7 
	－
	33.3 
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	20.0 
	65.0 
	20.0 
	15.0 
	－
	5.0 
	20.0 
	25.0 
	－
	－
	－
	25.0 
	－

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	－
	－
	50.0 
	50.0 
	－
	50.0 
	－
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	60.0 
	100.0 
	60.0 
	40.0 
	20.0 
	20.0 
	40.0 
	20.0 
	－
	－
	－
	－ 
	－

	地域包括支援センター
	5 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	20.0 
	－

	相談支援事業所
	8 
	25.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	12.5 
	－
	25.0 
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	4 
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	25.0 
	－

	児童館
	3 
	－
	－
	100.0 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	50.0 
	－
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－


[image: image52.emf]日ごろ活動しているメンバーの個人宅 参加または所属している団体・組織の事務所

地域の公的施設（公民館や地域の集会所など） その他

無回答



（６）活動・業務を行う上で困っていること
◇　「メンバー・職員の高齢化」が４割半ばと最も多い
問９　あなたやあなたの参加または所属する団体・組織が、活動・業務を行う上で困っていることは、次のどれですか。（あてはまるすべてに○）
「メンバー・職員が高齢化している」が47.2％と最も多く、次いで「後継者が育たない」が31.2％、「一緒に活動するメンバー・職員が少ない、不足している」が30.5％となっています。
[image: image53.emf]N=

(1) 市民相談 325

(2) 地域包括支援センター 310

(3) 障害者福祉センター（愛称：たいよう福祉センター）、

     あおぞら福祉センター

271

(4) 障がい者地域自立生活支援センター　ひびき、

     地域生活支援センター　あさやけ、

     障害者就労・生活支援センター　ほっと

272

(5) こだいら生活相談支援センター 208

(6) こだいらボランティアセンター 238

(7) 子育て相談室 231

(8) 子ども家庭支援センター 217

(9) 健康センター（健康相談） 318

(10)  ひとり親相談 149

(11)  子育て・女性相談室 174

(12)  小平市教育相談室 198

(13)  東京都多摩小平保健所 322

(14)  東京都小平児童相談所 269

(15)  市立保育園・学童クラブ・児童館に関する第三者委員 164

(16)  施設などの各事業者における第三者委員 112

(17)  権利擁護センターこだいら 157

(18)  福祉サービス運営適正化委員会 74

(19)  東京都国民健康保険団体連合会 152

23.1

46.8

33.6

24.3

13.5

34.5

7.8

28.6

42.5

4.7

8.6

12.1

41.0

15.6

15.2

11.6

26.8

4.1

17.8

72.3

49.4

59.8

70.6

82.7

60.9

87.9

68.2

51.9

89.3

87.9

83.3

54.3

80.3

79.9

83.0

67.5

89.2

76.3

4.6

3.9

6.6

5.1

3.8

4.6

4.3

3.2

5.7

6.0

3.4

4.5

4.7

4.1

4.9

5.4

5.7

6.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image54.emf]N =

394

21.6 51.0 4.8

3.0

5.1

0.3

0.5

1.3

1.3

2.0

1.0

0.8

0.3

0.5

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%



【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「時間的な負担が大きい」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）・市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）・相談支援事業所で「一緒に活動するメンバー・職員が少ない、不足している」が、町内会・自治会で「メンバー・職員が高齢化している」が、高齢クラブで「後継者が育たない」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	時間的な負担が大きい
	体力的な負担が大きい
	一緒に活動するメンバー・
職員が少ない、不足している
	メンバー・職員が高齢化している
	後継者が育たない
	活動・業務のための場所の
確保が難しい
	活動・業務のための資金の
確保が難しい
	行政との連携が取りにくい

	民生委員・児童委員
	85 
	56.5 
	21.2 
	31.8 
	31.8 
	37.6 
	2.4 
	1.2 
	3.5 

	町内会・自治会
	201 
	20.4 
	11.4 
	21.9 
	57.2 
	28.4 
	7.0 
	5.0 
	3.5 

	高齢クラブ
	19 
	5.3 
	21.1 
	26.3 
	52.6 
	57.9 
	15.8 
	5.3 
	10.5 

	市民活動団体（ＮＰＯ法人）
	12 
	25.0 
	33.3 
	83.3 
	50.0 
	33.3 
	25.0 
	33.3 
	25.0 

	市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	20.0 
	15.0 
	65.0 
	50.0 
	45.0 
	25.0 
	45.0 
	10.0 

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	50.0 
	50.0 
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	20.0 
	－
	40.0 
	－
	－ 
	60.0 
	40.0 
	－

	地域包括支援センター
	5 
	40.0 
	－
	20.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	8 
	12.5 
	－
	62.5 
	25.0 
	37.5 
	－
	12.5 
	－

	保育所・幼稚園
	4 
	25.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	児童館
	3 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、薬剤師会
	2 
	100.0 
	50.0 
	50.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
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医師会、歯科医師会、

薬剤師会
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単位：％

	区分
	同じ分野・活動（業務）内容の
個人・団体とのネットワークがない
	異なる分野・活動（業務）内容の
個人・団体とのネットワークがない
	地域の情報が得にくい
	専門知識が不足している
	活動・業務内容の情報発信が十分
できていない
	その他
	特にない
	無回答

	民生委員・児童委員
	1.2 
	3.5 
	28.2 
	15.3 
	18.8 
	1.2 
	8.2 
	2.4 

	町内会・自治会
	6.5 
	2.0 
	6.5 
	3.5 
	4.5 
	7.0 
	17.4 
	2.5 

	高齢クラブ
	－
	－
	15.8 
	10.5 
	5.3 
	10.5 
	15.8 
	5.3 

	市民活動団体（ＮＰＯ法人）
	8.3 
	8.3 
	8.3 
	8.3 
	33.3 
	25.0 
	－
	－

	市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）
	15.0 
	5.0 
	5.0 
	5.0 
	30.0 
	5.0 
	5.0 
	5.0 

	商工会
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	－
	－
	－
	20.0 
	－
	－
	－
	－

	地域包括支援センター
	－
	20.0 
	－
	－
	60.0 
	－
	－
	20.0 

	相談支援事業所
	12.5 
	25.0 
	－
	25.0 
	－
	12.5 
	－
	12.5 

	保育所・幼稚園
	－
	－
	25.0 
	－
	－
	50.0 
	25.0 
	－

	児童館
	－
	－
	－
	－
	－
	33.3 
	66.7 
	－

	子ども家庭支援センター
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、薬剤師会
	－
	50.0 
	－
	50.0 
	－
	－
	－
	－
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（７）活動・業務を行う上で困っていることへの対応
◇　「団体・組織の役員を輪番制にしている」が多い
【問９で「1．時間的な負担が大きい」～「14．その他」と答えた方にお聞きします。】
問９－１　あなたやあなたの参加または所属する団体が、活動・業務を行う上で困っていることに対し、どのように対応し取り組みますか。（あてはまるすべてに○）
「団体・組織の役員を輪番制にしている」が34.3％と最も多く、次いで「行事・事業をやめるなど、活動・業務内容を縮小している」が21.3％、「行政などの各種補助金を活用している」が17.9％となっています。
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＊なるほど出前講座「デリバリーこだいら」
：市の取組や暮らしに役立つ情報などについて、市職員が出向き、説明を行うもの。
[image: image58.emf]利用したことがある 利用したことはない 無回答



【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、町内会・自治会で「団体・組織の役員を輪番制にしている」が、高齢クラブ、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「行政などの各種補助金を活用している」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「個人や他団体と交流を持ち、参考にしている」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	団体・組織の役員を輪番制にしている
	定期的な会合を減らしている
	行事・事業をやめるなど、活動・業務内容を縮小している
	団体・組織への勧誘のためのＰＲ活動をしている
	地域活動（交流も含む）・業務の拠点を整備している
	行政などの各種補助金を活用している
	個人や他団体と交流を持ち、参考にしている
	なるほど出前講座「デリバリーこだいら」の活用や、行政による研修会などへの参加により、関係する情報を得ている
	ホームページやフェイスブックなどで情報を発信している
	その他
	わからない
	無回答

	民生委員・児童委員
	76 
	13.2 
	3.9 
	21.1 
	23.7 
	6.6 
	9.2 
	26.3 
	6.6 
	－
	3.9 
	14.5 
	23.7 

	町内会・自治会
	161 
	57.1 
	21.1 
	28.6 
	5.6 
	3.7 
	19.3 
	7.5 
	5.0 
	0.6 
	4.3 
	4.3 
	21.1 

	高齢クラブ
	15 
	13.3 
	6.7 
	6.7 
	40.0 
	6.7 
	46.7 
	13.3 
	－
	－
	－
	6.7 
	26.7 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	－
	－
	8.3 
	33.3 
	25.0 
	16.7 
	41.7 
	16.7 
	16.7 
	8.3 
	－
	16.7 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	18 
	11.1 
	16.7 
	27.8 
	27.8 
	5.6 
	38.9 
	27.8 
	5.6 
	22.2 
	－
	－
	11.1 

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	50.0 
	－
	50.0 

	小平市社会福祉協議会
	5 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	20.0 
	－
	－
	40.0 
	－
	40.0 

	地域包括支援センター
	4 
	－
	－
	－
	25.0 
	25.0 
	－
	25.0 
	－
	－
	25.0 
	－
	25.0 

	相談支援事業所
	7 
	14.3 
	－
	14.3 
	28.6 
	28.6 
	14.3 
	42.9 
	14.3 
	42.9 
	－
	－
	28.6 

	保育所・幼稚園
	3 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	33.3 
	－
	33.3 
	33.3 
	－
	33.3 

	児童館
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	100.0 
	－
	－
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－


[image: image59.emf]地域福祉を実施する責任は行政にあるので、住民は特に協力することはない

行政の責任はしっかりと果たすべきだが、行政の手が届かない課題は住民も協力す

べきである

行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである

家庭内や地域の住民同士で助け合い、できない場合のみ行政が援助すべきである

その他

わからない

無回答



（８）地域活動・業務を行う上で、行政に求める支援の内容
◇　「担い手となる人材の育成」、「地域情報の提供」、「地域福祉に関する意識の啓発」が
　　 上位
問10　地域活動・業務を行う上で、行政にどのような支援を求めますか。
（あてはまるものに３つまで○）
「活動・業務の担い手となる人材の育成」が26.1％と最も多く、次いで「地域情報の提供」が25.1％、「市民への地域福祉に関する意識の啓発」が24.6％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「活動・業務の担い手となる人材の育成」「市民への地域福祉に関する意識の啓発」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「活動・業務の担い手となる人材の育成」「活動・業務の場所の確保に関する支援」「活動費・事業費などの経済的な支援」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	活動・業務の担い手となる人材の育成
	活動・業務の場所の確保に関する支援
	活動費・事業費などの経済的な支援
	団体や組織間の連携支援
	先進的な活動・業務事例の紹介
	専門性を持った人材や団体の紹介
	地域情報の提供
	情報発信に関する支援
	活動・業務について相談できる機会の充実
	市民への地域福祉に関する意識の啓発
	その他
	特にない
	無回答

	民生委員・児童委員
	85 
	54.1 
	7.1 
	8.2 
	12.9 
	9.4 
	9.4 
	30.6 
	7.1 
	8.2 
	45.9 
	1.2 
	2.4 
	12.9 

	町内会・自治会
	201 
	10.4 
	9.5 
	19.9 
	10.9 
	6.0 
	8.0 
	24.9 
	4.5 
	12.4 
	18.4 
	5.0 
	24.9 
	7.0 

	高齢クラブ
	19 
	15.8 
	10.5 
	10.5 
	5.3 
	－
	15.8 
	15.8 
	－
	5.3 
	5.3 
	－
	10.5 
	47.4 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	66.7 
	41.7 
	66.7 
	8.3 
	－
	16.7 
	16.7 
	8.3 
	8.3 
	25.0 
	8.3 
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	30.0 
	30.0 
	35.0 
	15.0 
	5.0 
	－
	15.0 
	20.0 
	15.0 
	20.0 
	15.0 
	－
	20.0 

	商工会
	1 
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	50.0 
	－
	50.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	50.0 
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	20.0
	60.0
	100.0
	40.0
	-
	20.0
	-
	-
	20.0
	20.0
	-
	-
	-

	地域包括支援センター
	5 
	40.0 
	40.0 
	40.0 
	20.0 
	－
	20.0 
	40.0 
	20.0 
	20.0 
	60.0 
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	8 
	25.0 
	12.5 
	37.5 
	12.5 
	37.5 
	－
	12.5 
	－
	－
	37.5 
	－
	－
	25.0 

	保育所・幼稚園
	4 
	50.0 
	－
	25.0 
	50.0 
	－
	25.0 
	25.0 
	－
	25.0 
	25.0 
	－
	25.0 
	－

	児童館
	3 
	－
	－
	－
	33.3 
	－
	33.3 
	66.7 
	66.7 
	33.3 
	－
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	50.0 
	50.0 
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
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【活動・業務別】
活動・業務別でみると、障がいのある方を対象とした福祉活動、子育て支援で「活動・業務の担い手となる人材の育成」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	活動・業務の担い手となる人材の育成
	活動・業務の場所の確保に関する支援
	活動費・事業費などの経済的な支援
	団体や組織間の連携支援
	先進的な活動・業務事例の紹介
	専門性を持った人材や団体の紹介
	地域情報の提供
	情報発信に関する支援
	活動・業務について相談できる機会の充実
	市民への地域福祉に関する意識の啓発
	その他
	特にない
	無回答

	高齢者を対象とした
福祉活動
	160 
	40.6 
	10.6 
	22.5 
	15.0 
	6.9 
	8.8 
	28.8 
	6.3 
	10.6 
	33.1 
	1.9 
	6.3 
	14.4 

	障がいのある方を
対象とした福祉活動
	125 
	46.4 
	16.0 
	24.8 
	14.4 
	8.0 
	8.0 
	25.6 
	8.8 
	10.4 
	37.6 
	2.4 
	1.6 
	12.8 

	子育て支援
	110 
	48.2 
	12.7 
	20.0 
	18.2 
	6.4 
	10.0 
	26.4 
	8.2 
	10.9 
	37.3 
	1.8 
	3.6 
	11.8 

	青少年育成・支援
	104 
	41.3 
	12.5 
	19.2 
	16.3 
	8.7 
	13.5 
	24.0 
	8.7 
	13.5 
	29.8 
	1.9 
	4.8 
	14.4 

	地域の清掃・美化
	173 
	16.2 
	10.4 
	20.8 
	13.3 
	6.9 
	8.7 
	27.2 
	4.0 
	9.8 
	19.7 
	3.5 
	16.2 
	11.6 

	防犯・地域の安全
活動
	177 
	21.5 
	13.6 
	23.7 
	16.4 
	8.5 
	9.6 
	27.1 
	5.6 
	12.4 
	24.9 
	4.5 
	11.9 
	10.2 

	防災活動
	142 
	28.2 
	13.4 
	24.6 
	14.8 
	8.5 
	12.0 
	25.4 
	5.6 
	13.4 
	22.5 
	5.6 
	9.2 
	9.9 

	さまざまな人々が交流できる居場所づくり
	83 
	32.5 
	16.9 
	26.5 
	13.3 
	12.0 
	10.8 
	28.9 
	7.2 
	9.6 
	26.5 
	3.6 
	3.6 
	19.3 

	自助グループ、
相互援助グループ
	29 
	24.1 
	6.9 
	24.1 
	10.3 
	6.9 
	13.8 
	20.7 
	10.3 
	17.2 
	24.1 
	3.4 
	6.9 
	24.1 

	地域の医療
	7 
	42.9 
	28.6 
	57.1 
	14.3 
	14.3 
	－
	－
	－
	－
	14.3 
	14.3 
	－
	28.6 

	事業者の経営改善
支援と地域振興
	5 
	－
	－
	20.0 
	20.0 
	－
	－
	20.0 
	20.0 
	－
	20.0 
	－
	40.0 
	20.0 

	その他
	48 
	25.0 
	16.7 
	14.6 
	10.4 
	6.3 
	10.4 
	22.9 
	8.3 
	8.3 
	16.7 
	12.5 
	20.8 
	8.3 


[image: image63.png]




（９）地域活動への地域住民の参加状況
◇　町内会・自治会の活動で「消極的である」が多い
問11　次の(1)～(4)の地域活動への地域住民の方の参加状況について、どのように感じていますか。（それぞれの項目について、１つに○）
「消極的である」では、(1) 町内会・自治会の活動で35.3％と最も多くなっています。また、「わからない」では、(3) 子ども会やＰＴＡなどの活動が26.4％で最も多くなっています。
[image: image64.png]



[image: image65.png]



[image: image66.png]




（10）交流・協力関係のある団体・組織
◇　「小平市社会福祉協議会」が約６割、「町内会・自治会」、「民生委員・児童委員」が
約５割
問12　あなたやあなたの参加または所属する団体・組織は、下記のどの団体・組織と交流や協力関係がありますか。（あてはまるすべてに○）
「小平市社会福祉協議会」が59.4％と最も多く、次いで「町内会・自治会」が53.6％、「民生委員・児童委員」が51.8％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「町内会・自治会」「地域包括支援センター」が、町内会・自治会で「消防団」が、高齢クラブで「高齢クラブ」が多くなっています。また、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「小平市民活動センターあすぴあ」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	民生委員・児童委員
	町内会・自治会
	高齢クラブ
	市民活動団体
（ＮＰＯ法人など）
	小平市民活動センター
あすぴあ
	小平市社会福祉協議会
	地域包括支援センター
	保育所・幼稚園
	児童館
	子ども家庭支援センター
	小・中学校
	高校・大学

	民生委員・児童委員
	85 
	54.1 
	80.0 
	38.8 
	16.5 
	5.9 
	92.9 
	94.1 
	44.7 
	57.6 
	76.5 
	84.7 
	14.1 

	町内会・自治会
	201 
	52.2 
	50.7 
	10.4 
	1.0 
	0.5 
	41.3 
	12.9 
	3.0 
	2.5 
	－
	32.3 
	2.0 

	高齢クラブ
	19 
	31.6 
	36.8 
	89.5 
	－
	－
	42.1 
	15.8 
	5.3 
	－
	－
	26.3 
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	41.7 
	50.0 
	－
	66.7 
	75.0 
	66.7 
	58.3 
	－
	8.3 
	25.0 
	25.0 
	25.0 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	35.0 
	15.0 
	5.0 
	45.0 
	85.0 
	80.0 
	20.0 
	5.0 
	10.0 
	10.0 
	10.0 
	15.0 

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	50.0 
	－
	－
	50.0 
	－
	100.0 
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	100.0
	80.0
	60.0
	60.0
	40.0
	40.0
	80.0
	40.0
	20.0
	60.0
	40.0
	20.0

	地域包括支援センター
	5 
	100.0 
	80.0 
	20.0 
	60.0 
	40.0 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	20.0 
	－
	20.0 

	相談支援事業所
	8 
	50.0 
	37.5 
	－
	50.0 
	12.5 
	100.0 
	25.0 
	25.0 
	－
	12.5 
	12.5 
	12.5 

	保育所・幼稚園
	4 
	75.0 
	25.0 
	－
	－
	－
	75.0 
	－
	75.0 
	－
	100.0 
	100.0 
	75.0 

	児童館
	3 
	100.0 
	33.3 
	－
	－
	－
	33.3 
	－
	100.0 
	100.0 
	100.0 
	100.0 
	100.0 

	子ども家庭支援センター
	1 
	100.0 
	－
	－
	100.0 
	－
	100.0 
	－
	100.0 
	100.0 
	100.0 
	100.0 
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	50.0 
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	100.0 
	－
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単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	高齢者福祉施設
	障がい者福祉施設
	相談支援事業所
	医師会、歯科医師会、薬剤師会
	商工会
	商店会や商店街
	企業
	消防団
	ＰＴＡ
	コミュニティサロン
	その他
	無回答

	民生委員・児童委員
	85 
	77.6 
	76.5 
	31.8 
	5.9 
	2.4 
	2.4 
	－
	12.9 
	41.2 
	14.1 
	2.4 
	2.4 

	町内会・自治会
	201 
	4.5 
	4.0 
	－
	0.5 
	2.5 
	3.0 
	1.5 
	31.3 
	8.5 
	1.5 
	4.0 
	10.9 

	高齢クラブ
	19 
	31.6 
	－
	－
	－
	－
	5.3 
	－
	－
	5.3 
	15.8 
	10.5 
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	50.0 
	58.3 
	16.7 
	16.7 
	－
	－
	16.7 
	－
	－
	16.7 
	33.3 
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	15.0 
	45.0 
	35.0 
	10.0 
	10.0 
	15.0 
	5.0 
	5.0 
	－
	5.0 
	5.0 
	－

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	40.0
	100.0
	100.0
	40.0
	40.0
	60.0
	40.0
	20.0
	40.0
	40.0
	－
	－

	地域包括支援センター
	5 
	100.0 
	60.0 
	20.0 
	80.0 
	－
	40.0 
	－
	－
	－
	60.0 
	－
	－

	相談支援事業所
	8 
	37.5 
	100.0 
	100.0 
	50.0 
	－
	12.5 
	12.5 
	－
	－
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	4 
	50.0 
	50.0 
	－
	25.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	児童館
	3 
	－
	－
	－
	－
	－
	66.7 
	－
	33.3 
	100.0 
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	－
	－
	－
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	50.0 
	－
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（11）活動・業務に必要な情報の入手先
◇　「市報こだいらや市のパンフレット」が約７割と最も多い
問13　日ごろの活動・業務において、必要な情報をどこから入手していますか。
（あてはまるすべてに○）
「市報こだいらや市のパンフレット」が72.6％と最も多く、次いで「小平市社会福祉協議会」が51.5％、「民生委員・児童委員」が38.8％となっています。
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（12）市からの活動・業務に関係する情報の必要性の有無
◇　必要としている人が７割半ば
問14　あなたは、市からの、活動・業務に関係する情報を必要としていますか。
（１つに○）
「必要としている」が74.4％と最も多く、次いで「わからない」が14.2％、「必要としてない」が8.6％となっています。
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（13）活動・業務に関係する情報の入手の可否
◇　ほぼ入手できている人が約６割
【問14で「１．必要としている」と答えた方にお聞きします。】
問14-1　あなたは、市からの、活動・業務に関する情報を入手できていますか。
（１つに○）
「ほぼ入手できている」が59.0％と最も多く、次いで「入手できている」が32.4％、「ほとんど入手できていない」が8.2％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
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参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員、高齢クラブで「入手できている」が、町内会・自治会、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「ほぼ入手できている」が多くなっています。
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（14）市からの情報の入手について感じていること
◇　「特に問題は感じていない」が５割半ば
問15　市からの情報の入手について、どのように感じていますか。
（あてはまるすべてに○）
「特に問題は感じていない」が54.3％と最も多く、次いで「情報量が少ない」が18.8％、「情報の内容がわかりにくい」が15.5％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、相談支援事業所で「情報量が少ない」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「情報の内容がわかりにくい」が、小平市社会福祉協議会で「視覚障がいのある方への音声コードなど、適切な媒体を通しての情報提供が少ない」が多くなっています。また、町内会・自治会では「特に問題は感じていない」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	情報量が少ない
	情報伝達が遅い
	情報の内容がわかりにくい
	視覚障がいのある方への音声コードなど、適切な媒体を
通しての情報提供が少ない
	どこで市の情報を入手すればよいかわからない
	その他
	特に問題は感じていない
	無回答

	民生委員・児童委員
	85 
	28.2 
	16.5 
	20.0 
	4.7 
	1.2 
	4.7 
	47.1 
	4.7 

	町内会・自治会
	201 
	15.4 
	9.5 
	10.4 
	1.0 
	8.0 
	5.0 
	64.2 
	3.5 

	高齢クラブ
	19 
	10.5 
	－
	21.1 
	－
	10.5 
	－
	42.1 
	21.1 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	16.7 
	16.7 
	41.7 
	－
	8.3 
	33.3 
	16.7 
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	10.0 
	25.0 
	35.0 
	15.0 
	－
	10.0 
	45.0 
	－

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	－
	50.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	20.0
	40.0
	-
	20.0
	20.0
	-
	20.0
	－

	地域包括支援センター
	5 
	20.0 
	20.0 
	－
	－
	40.0 
	－
	40.0 
	20.0 

	相談支援事業所
	8 
	37.5 
	12.5 
	25.0 
	12.5 
	25.0 
	－
	25.0 
	25.0 

	保育所・幼稚園
	4 
	－
	－
	－
	－
	－
	50.0 
	50.0 
	－

	児童館
	3 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
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３　地域の生活課題と解決策について
（１）地域の課題
◇　「近所どうしのつながりの希薄化」、「支援が必要な人への見守り・手助け」、「地域活動の担い手が少ない」が上位
問16　ふだんの活動・業務を通じて感じている地域の課題には、どのようなことがありますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（あてはまるすべてに○）
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「近所どうしのつながりが希薄になってきた」が53.3％と最も多く、次いで「子どもや高齢者、障がいのある方など支援が必要な人への見守り・手助け」が51.3％、「地域活動の担い手が少ない」が49.7％となっています。
＊避難行動要支援者：災害時に自力で避難することが困難な方で、避難などの支援を希望し、市が消防署などの関係機関に個人情報を提供することの同意を得て、避難行動要支援者登録名簿に登載された方。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「近所どうしのつながりが希薄になってきた」「空き家が増えてきた」、町内会・自治会で「ごみ捨てなど公共のマナーが守られていない」が多くなっています。また、民生委員・児童委員、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）、相談支援事業所は、「福祉サービスに結び付いていない人への支援」が最も多く、町内会・自治会は、「近所どうしのつながりが希薄になってきた」が最も多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	子どもや高齢者、障がいのある方など
支援が必要な人への見守り・手助け
	避難行動要支援者の救助・支援
	福祉サービスに結び付いていない人への支援
	地域活動への若い人の参加が少ない
	地域活動の担い手が少ない
	近所どうしのつながりが希薄になって
きた
	地域の交流の場が少ない
	ごみ捨てなど公共のマナーが守られて
いない
	空き家が増えてきた
	道路の段差などがあり、外出しにくい
	その他
	わからない
	無回答

	民生委員・児童委員
	85 
	70.6 
	61.2 
	76.5 
	60.0 
	61.2 
	71.8 
	47.1 
	20.0 
	47.1 
	15.3 
	5.9 
	－
	－

	町内会・自治会
	201 
	36.3 
	17.4 
	9.0 
	40.3 
	44.3 
	49.3 
	22.4 
	30.3 
	20.4 
	4.0 
	8.5 
	6.0 
	2.0 

	高齢クラブ
	19 
	42.1 
	10.5 
	26.3 
	52.6 
	52.6 
	42.1 
	31.6 
	21.1 
	15.8 
	10.5 
	－
	5.3 
	5.3 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	83.3 
	－
	41.7 
	50.0 
	66.7 
	33.3 
	25.0 
	8.3 
	33.3 
	8.3 
	25.0 
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	65.0 
	50.0 
	65.0 
	50.0 
	40.0 
	50.0 
	30.0 
	10.0 
	10.0 
	20.0 
	5.0 
	5.0 
	－

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	50.0 
	－
	－
	50.0 
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	100.0
	80.0
	100.0
	40.0
	40.0
	40.0
	20.0
	-
	20.0
	－ 
	－
	－
	－

	地域包括支援センター
	5 
	80.0 
	－
	80.0 
	40.0 
	80.0 
	80.0 
	100.0 
	－
	40.0 
	20.0 
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	8 
	75.0 
	37.5 
	87.5 
	50.0 
	37.5 
	25.0 
	25.0 
	－
	12.5 
	25.0 
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	4 
	50.0 
	75.0 
	50.0 
	50.0 
	25.0 
	75.0 
	50.0 
	－
	－
	50.0 
	25.0 
	－
	－

	児童館
	3 
	－
	－
	－
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	33.3 
	－
	－
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	100.0 
	－
	－
	－
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	50.0 
	－
	50.0 
	50.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
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（２）地域で新たにおきた課題、増加傾向の課題など
◇　「一人暮らし高齢者の見守り」が約５割と最も多い
問17　近年、地域で新たにおきた課題、増加傾向の課題などはどのようなことですか。　（あてはまるすべてに○）
「一人暮らし高齢者の見守り」が55.6％と最も多く、次いで「地域の防犯・防災」が40.9％、「高齢者の介護や生活支援」が33.8％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「一人暮らし高齢者の見守り」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	子育てに関する支援（未就学児）
	子どもの成長と教育に関する支援
（未就学児を除く）
	一人暮らし高齢者の見守り
	高齢者の介護や生活支援
	認知症高齢者の見守り
	高齢者の社会参加と生きがいづくり
	障がいのある方の生活支援
	母子家庭や父子家庭への支援
	ひきこもりへの支援
	見えにくい貧困（ワーキングプア、年金収入のみ高齢者、子どもの貧困など）

	民生委員・児童委員
	85 
	31.8 
	30.6 
	76.5 
	55.3 
	55.3 
	45.9 
	24.7 
	30.6 
	30.6 
	57.6 

	町内会・自治会
	201 
	6.5 
	5.5 
	47.3 
	24.4 
	13.9 
	19.9 
	3.0 
	3.0 
	3.5 
	10.0 

	高齢クラブ
	19 
	5.3 
	－
	73.7 
	31.6 
	36.8 
	57.9 
	10.5 
	－
	10.5 
	5.3 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	33.3 
	41.7 
	66.7 
	50.0 
	50.0 
	25.0 
	41.7 
	33.3 
	25.0 
	50.0 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	35.0 
	35.0 
	40.0 
	30.0 
	30.0 
	30.0 
	45.0 
	30.0 
	45.0 
	60.0 

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	－
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	50.0 
	50.0 
	50.0 

	小平市社会福祉協議会
	5 
	60.0
	60.0
	60.0
	60.0
	60.0
	60.0
	100.0
	20.0
	60.0
	20.0

	地域包括支援センター
	5 
	－
	－
	60.0 
	40.0 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	40.0 
	40.0 

	相談支援事業所
	8 
	37.5 
	25.0 
	62.5 
	37.5 
	25.0 
	－
	100.0 
	50.0 
	62.5 
	37.5 

	保育所・幼稚園
	4 
	100.0 
	25.0 
	25.0 
	25.0 
	25.0 
	25.0 
	50.0 
	50.0 
	－
	50.0 

	児童館
	3 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	100.0 
	100.0 

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	50.0 
	50.0 
	100.0 
	100.0 
	50.0 
	－
	50.0 
	－
	－
	－
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単位：％

	区分
	子どもや高齢者、障がいのある方、
配偶者への虐待・暴力
	地域の防犯・防災
	異なる世代との交流が少ない
	自治会など地域の人たちとの交流が
少ない
	空き家の増加
	だれもが暮らしやすいまちづくり（建築物や道路、公園など）
	医療機関や商店、スーパーなどへの移動手段
	その他
	わからない
	無回答

	民生委員・児童委員
	29.4 
	40.0 
	29.4 
	35.3 
	42.4 
	17.6 
	24.7 
	4.7 
	－
	1.2 

	町内会・自治会
	1.5 
	45.8 
	14.4 
	32.3 
	21.4 
	12.9 
	9.5 
	5.0 
	13.9 
	1.0 

	高齢クラブ
	－
	31.6 
	36.8 
	21.1 
	15.8 
	31.6 
	15.8 
	－
	5.3 
	5.3 

	市民活動団体（ＮＰＯ法人）
	33.3 
	8.3 
	8.3 
	16.7 
	41.7 
	41.7 
	16.7 
	16.7 
	－
	－

	市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）
	35.0 
	45.0 
	30.0 
	45.0 
	15.0 
	35.0 
	35.0 
	10.0 
	－
	－

	商工会
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	－
	50.0 
	－
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	80.0
	40.0
	20.0
	20.0
	20.0
	20.0
	20.0
	-
	-
	-

	地域包括支援センター
	－
	－
	40.0 
	40.0 
	20.0 
	－
	20.0 
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	25.0 
	62.5 
	12.5 
	37.5 
	－
	12.5 
	37.5 
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	25.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	25.0 
	－
	－

	児童館
	100.0 
	－
	100.0 
	－
	－
	33.3 
	－
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、薬剤師会
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
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（３）助け合い活動の推進で自分ができること
◇　「見守りや安否確認の声かけ」が７割半ば、次いで「災害時の手助け」が約６割
問18　現在、超高齢化・少子化・核家族化などが進む中、市民の皆様が主役となった助け合いの活動の推進が求められています。あなたは、以下のどのようなことができると思いますか。（あてはまるすべてに○）
「見守りや安否確認の声かけ」が76.4％と最も多く、次いで「災害時の手助け」が57.4％、「話し相手や相談相手」が44.2％となっています。
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４　災害時における地域の支え合いについて
（１）災害時に支え合うために、日ごろから必要な取組
◇　「日ごろからの近所づきあい」が８割以上、次いで「防災訓練・避難訓練」、「安否
確認・支援の仕組みづくり」が５割半ば
問19　災害時にお互い支え合うためには、日ごろからどのような取組が必要だと思いますか。（あてはまるすべてに○）
「日ごろからの近所づきあい」が85.3％と最も多く、次いで「防災訓練・避難訓練」が56.3％、「安否確認・支援の仕組みづくり」が55.6％となっています。
[image: image93.png]



[image: image94.png]




５　福祉のまちづくりの推進について
（１）建築物、道路・交通機関等及び情報案内等のバリアフリー化の状況
◇　「公共施設などのスロープやエレベーター、エスカレーター」、「障がい者等用の駐車
場」が上位
問20　（1）～（10）のそれぞれの項目について、現在、小平市の建築物や道路、公園、公共交通機関、情報案内などについて、高齢者や障がいのある方、妊婦、子どもを連れた方などが利用しやすいように整備されていると思いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（それぞれの項目について、１つに○）
「整備されている」と「やや整備されている」を合わせた“整備されている”では、(2) 公共施設などのスロープやエレベーター、エスカレーターが62.2％と最も多く、次いで、(7) 障がい者等用の駐車場が44.7％、(6) 車いすやベビーカーなどで乗降しやすいノンステップバスやリフト付バスが42.9％となっています。
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また、「あまり整備されていない」と「整備されていない」を合わせた“整備されていない”では、(4) 歩きやすいように、障がい物（看板や放置自転車、電柱など）が取り除かれた歩道や道路が66.0％と最も多く、次いで、(8) 大きな文字、絵、複数の言語を用いた誰もがわかりやすい案内標示が55.6％、(9) 手話通訳者が配置されていたり、音声案内がある施設が54.8％となっています。
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（２）心のバリアフリーの認知度
◇　心のバリアフリーを聞いたことがある人は約６割
問21　「心のバリアフリー」について、ご存じですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　※①言葉で「聞いたことがある」に○をした方は、②内容へお進みください。
（それぞれの項目について、１つに○）
①　言葉
言葉を「聞いたことがある」が62.2％、「聞いたことがない」が34.0％となっています。
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②　内容
言葉を聞いたことがある人のうち、内容は「少し知っている」が49.8％と最も多く、次いで「知っている」が35.9％、「わからない」が12.7％となっています。
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（３）心のバリアフリーを進めるために必要な取組
◇　『小・中学生が「福祉のまちづくり」を学び、福祉体験などをする機会の充実』が
約５割
問22　以前から、高齢者、障がいのある方、子育て中の方などが安心して日常生活や社会生活ができるようにするためには、施設整備（ハード面）だけではなく、その困難を自らの問題として認識し、心のバリアを取り除き、積極的に協力する「心のバリアフリー」が重要だと言われています。心のバリアフリーを進めるためには、どのような取組が必要だと思いますか。（あてはまるものに２つまで○）
「小・中学生が「福祉のまちづくり」を学び、福祉体験などをする機会の充実」が50.8％と最も多く、次いで「市民を対象とした「福祉のまちづくり」を学び、福祉体験などをする機会の充実」が28.4％、「行事などによる、高齢者や障がいのある方などとの交流の機会の充実」が26.6％となっています。
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＊１　福祉のまちづくり
：高齢者や障がいのある方を含めたすべての人が、安全で、安心して、かつ、快適に暮らし、
又は訪れることができるまちづくりを推進するための取組のこと。
＊２　福祉体験など
：車椅子体験、ガイドヘルプ体験、点字学習、手話学習、高齢者疑似体験、当事者による
講話や交流などのこと。
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（４）福祉のまちづくりを進めるために必要な取組
◇　「施設のバリアフリー化」、「小・中学校における福祉教育」、「子育てのための施設整
備」が上位
問23　福祉のまちづくりを進めるためには、どのような取組が必要だと思いますか。　　（あてはまるすべてに○）
「施設（建築物・道路・公園・公共交通機関など）のバリアフリー化」が72.1％と最も多く、次いで「小・中学校における福祉教育」が64.7％、「子育てのための施設整備（授乳室・おむつ交換台など）」が50.3％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「施設（建築物・道路・公園・公共交通機関など）のバリアフリー化」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「子育てのための施設整備（授乳室・おむつ交換台など）」「小・中学校における福祉教育」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	施設（建築物・道路・公園・公共交通機関
など）のバリアフリー化
	子育てのための施設整備（授乳室・おむつ
交換台など）
	施設整備の際の市民参画
	小・中学校における福祉教育
	市民を対象とした福祉体験事業
	心のバリアフリーの啓発のための講演会
	だれもがわかりやすい広報物・ホームページの作成
	大きな文字、絵などを用いた、だれもがわかりやすい案内標示の設置
	手話などの障がい特性に応じたイベント・
会議などにおける情報保障
	バリアフリーマップ（だれでもトイレの場所など）などによるバリアフリー情報の提供
	その他
	わからない
	無回答

	民生委員・
児童委員
	85 
	84.7 
	69.4 
	43.5 
	82.4 
	49.4 
	34.1 
	32.9 
	60.0 
	31.8 
	49.4 
	7.1 
	－
	1.2 

	町内会・自治会
	201 
	65.7 
	40.8 
	20.4 
	53.7 
	26.9 
	18.9 
	29.9 
	38.3 
	14.4 
	37.3 
	2.5 
	6.5 
	2.0 

	高齢クラブ
	19 
	78.9 
	26.3 
	26.3 
	36.8 
	26.3 
	31.6 
	21.1 
	52.6 
	10.5 
	52.6 
	5.3 
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	100.0 
	83.3 
	58.3 
	91.7 
	66.7 
	58.3 
	33.3 
	58.3 
	41.7 
	58.3 
	25.0 
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	70.0 
	60.0 
	75.0 
	75.0 
	65.0 
	45.0 
	60.0 
	45.0 
	65.0 
	65.0 
	15.0 
	－
	－

	商工会
	1 
	－
	－
	－
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	100.0 
	－
	100.0 
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ
連合会
	2 
	－
	50.0 
	50.0 
	50.0 
	－
	－
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉
協議会
	5 
	100.0 
	80.0 
	60.0 
	100.0 
	100.0 
	80.0 
	100.0 
	80.0 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－

	地域包括支援
センター
	5 
	60.0 
	60.0 
	60.0 
	100.0 
	100.0 
	60.0 
	60.0 
	20.0 
	20.0 
	60.0 
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	8 
	87.5 
	75.0 
	87.5 
	75.0 
	62.5 
	75.0 
	75.0 
	75.0 
	75.0 
	100.0 
	12.5 
	－
	－

	保育所・幼稚園
	4 
	50.0 
	50.0 
	25.0 
	100.0 
	50.0 
	75.0 
	25.0 
	50.0 
	－
	50.0 
	－
	－
	－

	児童館
	3 
	66.7 
	100.0 
	－
	100.0 
	66.7 
	33.3 
	33.3 
	66.7 
	66.7 
	66.7 
	－
	－
	－

	子ども家庭支援
センター
	1 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、薬剤師会
	2 
	100.0 
	50.0 
	－
	100.0 
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
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（５）誰もが地域で、安全に安心して暮らしていくために、自分でできること
◇　「歩道上に、自転車やバイクを放置しない」が７割半ばと最も多い
問24　誰もが地域で、安全に安心して暮らしていくために、ご自身ではどのようなことができると思いますか。（あてはまるすべてに○）
「歩道上に、自転車やバイクを放置しない」が76.4％と最も多く、次いで「障がい者等用の駐車場には、車を停めない」が67.3％、「声かけや誘導など、障がいの特性などに応じた配慮を行う」が56.6％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「声かけや誘導など、障がいの特性などに応じた配慮を行う」「障がい者等用の駐車場には、車を停めない」「歩道上に、自転車やバイクを放置しない」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「施設整備の際に参画する」「市民を対象とした福祉体験事業に参加する」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	施設整備の際に参画する
	市民を対象とした福祉体験事業に参加する
	高齢者や障がいのある方などと交流する
イベントなどに参加する
	心のバリアフリーの啓発のための講演会に参加する
	バリアフリーマップ（だれでもトイレの
場所など）などの作成に協力する
	声かけや誘導など、障がいの特性などに
応じた配慮を行う
	障がい者等用の駐車場には、車を停めない
	歩道上に、自転車やバイクを放置しない
	その他
	わからない
	無回答

	民生委員・児童委員
	85 
	15.3 
	41.2 
	61.2 
	38.8 
	17.6 
	71.8 
	77.6 
	85.9 
	2.4 
	2.4 
	1.2 

	町内会・自治会
	201 
	15.9 
	20.9 
	23.4 
	20.9 
	10.4 
	47.8 
	61.7 
	73.6 
	1.0 
	9.5 
	2.0 

	高齢クラブ
	19 
	15.8 
	21.1 
	42.1 
	36.8 
	10.5 
	42.1 
	68.4 
	68.4 
	5.3 
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	33.3 
	16.7 
	33.3 
	58.3 
	33.3 
	50.0 
	58.3 
	58.3 
	33.3 
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	40.0 
	55.0 
	60.0 
	55.0 
	25.0 
	65.0 
	65.0 
	70.0 
	10.0 
	－
	－

	商工会
	1 
	－
	100.0 
	－
	100.0 
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	－
	－
	－
	－
	－
	50.0 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	－
	40.0 
	60.0 
	40.0 
	20.0 
	80.0 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－

	地域包括支援センター
	5 
	20.0 
	60.0 
	60.0 
	20.0 
	40.0 
	60.0 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	8 
	62.5 
	50.0 
	75.0 
	62.5 
	50.0 
	87.5 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	4 
	25.0 
	50.0 
	75.0 
	50.0 
	25.0 
	75.0 
	50.0 
	50.0 
	－
	－
	－

	児童館
	3 
	－
	100.0 
	66.7 
	33.3 
	－
	66.7 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	－
	50.0 
	50.0 
	50.0 
	－
	100.0 
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－
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６　今後の活動・業務などについて
（１）地域福祉を充実させていく上での行政と住民の関係
◇　「行政も住民も、ともに取り組むべき」が約５割と最も多い
問25　地域福祉を充実させていく上での、行政と住民の関係はどうあるべきとお考えですか。あなたの考えに最も近い項目を選んでください。（１つに○）
「行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである」が51.8％と最も多く、次いで「行政の責任はしっかりと果たすべきだが、行政の手が届かない課題は住民も協力すべきである」が31.0％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
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参加または所属している団体・組織別でみると、高齢クラブで「行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである」が多くなっています。一方、町内会・自治会では「家庭内や地域の住民同士で助け合い、できない場合のみ行政が援助すべきである」がわずかに多くなっています。
[image: image115.png]R S e

il

.




[image: image116.png]















（２）地域の担い手を増やすために必要なこと
◇　「福祉教育の推進」、「ボランティア・市民活動団体などの紹介や行事などの開催」、
「高齢者のマンパワーの活用」が上位
問26　地域課題に取組むための地域の担い手を増やすには、どのようにしたらよいとお考えですか。（あてはまるすべてに○）
「小・中学生が、地域福祉について関心を深めるための福祉教育の推進」が60.4％と最も多く、次いで「市民が関心を持ち、身近に感じてもらえるようにするための、ボランティア・市民活動団体（NPO 法人など）などの紹介や、行事などの開催」が52.8％、「豊富な経験と知識、技能を持つ高齢者のマンパワーの活用」が51.3％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、民生委員・児童委員で「小・中学生が、地域福祉について関心を深めるための福祉教育の推進」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）で「市民が、地域福祉について関心を深めるための学習の推進」「ボランティア、市民活動団体（ＮＰＯ法人など）の育成・支援（情報の提供など）」「豊富な経験と知識、技能を持つ高齢者のマンパワーの活用」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	小・中学生が、地域福祉について関心を深める
ための福祉教育の推進
	市民が、地域福祉について関心を深めるための
学習の推進
	ボランティア、市民活動団体（ＮＰＯ法人など）の
育成・支援（情報の提供など）
	市民が関心を持ち、身近に感じてもらえるように
するための、ボランティア・市民活動団体（ＮＰＯ
法人など）などの紹介や、行事などの開催
	豊富な経験と知識、技能を持つ高齢者のマンパワーの活用
	地域における高校・大学との連携
	商店、企業などの、地域の担い手としての取組の紹介
	その他
	わからない
	無回答

	民生委員・児童委員
	85 
	80.0 
	49.4 
	55.3 
	62.4 
	61.2 
	40.0 
	35.3 
	2.4 
	3.5 
	1.2 

	町内会・自治会
	201 
	49.8 
	29.4 
	36.3 
	44.8 
	40.8 
	27.4 
	16.9 
	2.0 
	5.5 
	4.0 

	高齢クラブ
	19 
	42.1 
	42.1 
	36.8 
	42.1 
	47.4 
	15.8 
	10.5 
	－
	－
	5.3 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	58.3 
	91.7 
	75.0 
	58.3 
	75.0 
	58.3 
	41.7 
	25.0 
	－
	－

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	65.0 
	70.0 
	70.0 
	75.0 
	50.0 
	60.0 
	45.0 
	10.0 
	－
	－

	商工会
	1 
	－
	100.0 
	－
	100.0 
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	50.0 
	50.0 
	－
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	100.0
	100.0
	100.0
	80.0
	100.0
	100.0
	100.0
	－
	－
	－

	地域包括支援センター
	5 
	80.0 
	100.0 
	60.0 
	80.0 
	100.0 
	60.0 
	60.0 
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	8 
	87.5 
	50.0 
	62.5 
	62.5 
	62.5 
	87.5 
	75.0 
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	4 
	75.0 
	75.0 
	75.0 
	50.0 
	100.0 
	50.0 
	50.0 
	－
	－
	－

	児童館
	3 
	100.0 
	66.7 
	66.7 
	66.7 
	100.0 
	100.0 
	33.3 
	－
	－
	－

	子ども家庭支援センター
	1 
	100.0 
	－
	100.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	100.0 
	50.0 
	50.0 
	50.0 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
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７　市の地域福祉について
（１）相談窓口の認知度と利用の有無
◇　「市民相談」、「保健所」、「健康センター（健康相談）」の認知度が高い
問27　あなたは次の(1)～(19)のそれぞれの項目の相談窓口についてご存じですか。また、利用したことがありますか。（それぞれの項目について、１つに○）　　　　　　　　　※①窓口の認知で「知っている」に○をした方は、②利用の有無へお進みください。
①　窓口の認知
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窓口を「知っている」では、(1) 市民相談で82.5％と最も多く、次いで、(13) 東京都多摩小平保健所が81.7％、(9) 健康センター（健康相談）が80.7％となっています。また、窓口を「知らない」では、(18)  福祉サービス運営適正化委員会が70.8％で最も多く、次いで、(16) 施設などの各事業者における第三者委員が61.9％、(19) 東京都国民健康保険団体連合会が52.3％となっています。
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②　利用の有無
窓口を知っている方のうち、窓口を「利用したことがある」では、(2) 地域包括支援センターで46.8％と最も多く、次いで、(9) 健康センター（健康相談）が42.5％、(13)  東京都多摩小平保健所が41.0％となっています。
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（２）市の地域福祉で重点にすべきこと
◇　「見守り体制の充実」、「住民が課題を解決できる仕組みづくり」、「子育て家庭への多様な支援」が上位
問28　これからの小平市の地域福祉は何を重点にすべきと思いますか。重点にすべきと思う内容に○をつけてください。（あてはまるものに３つまで○）
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「一人暮らし高齢者や認知症高齢者の見守り体制の充実」が46.2％と最も多く、次いで「住民がお互いに助け合え、地域課題を解決できる仕組みづくり」が32.0％、「子育て家庭への多様な支援」が27.9％となっています。
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【参加または所属している団体・組織別】
参加または所属している団体・組織別でみると、町内会・自治会で「一人暮らし高齢者や認知症高齢者の見守り体制の充実」が、高齢クラブで「健康や生きがいづくりへの支援」「気軽に集まり交流できる場の充実」が、市民活動団体（ＮＰＯ法人）、市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く）で「障がいのある方が地域で自立して生活することのできる施策の充実」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	子育て家庭への多様な支援
	一人暮らし高齢者や認知症高齢者の見守り体制の充実
	健康や生きがいづくりへの支援
	障がいのある方が地域で自立して生活することのできる施策の充実
	生活困窮者の自立を支援する施策の充実
	避難行動要支援者への支援
	住民がお互いに助け合え、地域課題を解決できる仕組みづくり
	質の高い福祉人材の育成

	民生委員・児童委員
	85 
	22.4 
	44.7 
	24.7 
	14.1 
	20.0 
	4.7 
	40.0 
	15.3 

	町内会・自治会
	201 
	31.3 
	53.2 
	20.9 
	10.0 
	5.0 
	6.5 
	27.9 
	8.5 

	高齢クラブ
	19 
	5.3 
	36.8 
	36.8 
	15.8 
	－
	10.5 
	36.8 
	5.3 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	12 
	33.3 
	33.3 
	8.3 
	41.7 
	－
	－
	16.7 
	25.0 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	20 
	25.0 
	25.0 
	5.0 
	45.0 
	5.0 
	10.0 
	20.0 
	10.0 

	商工会
	1 
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	100.0 
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	2 
	100.0 
	－
	－
	－
	50.0 
	－
	50.0 
	－

	小平市社会福祉協議会
	5 
	20.0
	40.0
	-
	80.0
	-
	-
	60.0
	40.0

	地域包括支援センター
	5 
	－
	60.0 
	40.0 
	－
	－
	－
	60.0 
	20.0 

	相談支援事業所
	8 
	50.0 
	25.0 
	12.5 
	75.0 
	25.0 
	－
	37.5 
	37.5 

	保育所・幼稚園
	4 
	75.0 
	－
	－
	25.0 
	－
	25.0 
	50.0 
	－

	児童館
	3 
	66.7 
	－
	－
	－
	－
	－
	66.7 
	66.7 

	子ども家庭支援センター
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	2 
	50.0 
	100.0 
	50.0 
	－
	－
	－
	50.0 
	－




単位：％

	区分
	福祉サービスに関するわかりやすい情報の提供
	気軽に相談できる体制の充実
	認知症高齢者の金銭管理や市民後見人の養成などの権利擁護の推進
	気軽に集まり交流できる場の充実
	ボランティアや市民活動団体（ＮＰＯ法人など）などの市民活動への支援
	その他
	わからない
	無回答

	民生委員・児童委員
	20.0 
	14.1 
	3.5 
	17.6 
	3.5 
	1.2 
	－
	14.1 

	町内会・自治会
	19.9 
	15.9 
	4.5 
	9.0 
	6.0 
	2.0 
	4.0 
	13.9 

	高齢クラブ
	21.1 
	10.5 
	5.3 
	36.8 
	5.3 
	－
	－
	15.8 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人）
	16.7 
	－
	16.7 
	8.3 
	41.7 
	16.7 
	－
	8.3 

	市民活動団体
（ＮＰＯ法人を除く）
	15.0 
	20.0 
	5.0 
	10.0 
	25.0 
	10.0 
	－
	20.0 

	商工会
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小・中学校ＰＴＡ連合会
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	小平市社会福祉協議会
	－
	40.0 
	20.0 
	－
	－
	－
	－
	－

	地域包括支援センター
	20.0 
	－
	－
	80.0 
	20.0 
	－
	－
	－

	相談支援事業所
	－
	12.5 
	12.5 
	12.5 
	－
	－
	－
	－

	保育所・幼稚園
	50.0 
	－
	－
	50.0 
	25.0 
	－
	－
	－

	児童館
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	33.3 

	子ども家庭支援センター
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 

	医師会、歯科医師会、
薬剤師会
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－




８　ご意見など（自由記述）
　※調査票の巻末の自由記述欄に記入されたご意見などを、主な回答別に分類しています。
なお、内容は抜粋・要約してあります。
あなたは、地域で共に支え合いながら、安全で安心して暮らしていくためには、どのような取組が必要だと思いますか。
○主な回答の内容
（１）支えあいに必要な取組について
①　情報に関すること
・子どもや高齢者を地域で見守るための情報提供が必要（プライバシーより上位）。

（町内会・自治会）
・高齢者の社会参加が消極的で、人任せな傾向がある。小平市の行事のボランティ

アに（弁当付）自治会有志でまとまって社会参加する等、どんどんお知らせをく

ださい。日中家に引きこもっている方が多く、要支援予備軍です。

（町内会・自治会）

②　地域での交流に関すること
・それぞれ要求が異なる住民同士が、気軽に話合える場を沢山作ること。子や孫が

住みたくなるような地域について、みんなで話合う中で、その方向がでてくるの

ではと思う。アパートの住民が小平にずっと住んでみたいと思ってもらえるよう

に、みんなで話合っていきたい。（町内会・自治会）
・自治会に入りたがらなく、むだなことには参加しない人をどのように取り入れる

ことができるか。（町内会・自治会）
・とにかく地域住民の交流によって問題点を洗い出し、協力しあって解決の方法を

探す。そのために、行政の力を充分に活用していくのが良いのではないかと思い

ます。（町内会・自治会）
・隣近所のおつきあい。困った時にはすぐ声をかけたりかけられたりする間柄を、

日頃から作っておくことだと思います。（町内会・自治会）
・高齢者や障がいのある方（自身または家族）が自治会等に要望を積極的に伝えて、

若い世代や健康な高齢者が可能な範囲で支援する。そして、範囲外の難しい部分

を行政が支援に努めるといった取組が適当。（町内会・自治会）
・自治会活動を本来の活発な組織にする。高齢化が進み、役員等になりたがらない

が、みんなが意識を持っている防災面からでも、町内活動をするようにしていく。

（民生委員・児童委員）

・自治会に属していない地域の方々に、自治会という組織づくり、あるいは中心に

なる人がなかなかいないので、重荷にならない程度のコミュニティ組織づくりが

必要なのではないかと思う。（民生委員・児童委員）
・地域で共に支え合うには、地域の中のコミュニケーションが必要だと思いますが、

皆さんあまり外に出て来られないので、話す機会そのものがほとんどありません。

（町内会・自治会）
・自治会、老人会、子ども会などが1つになっての地域ごとに支え合える組織、団

体を作る。（民生委員・児童委員）

③　施設・居場所に関すること
・少子高齢社会の中、隣近所の付き合いが、希薄となっています。認知症の方も増

え、高齢の一人暮らし、高齢者のみの世帯も増えています。年齢を超えたあらゆ

る世代が集える場所作りが必要なのではないかと感じています。

（地域包括支援センター）
④　福祉人材の育成に関すること
・地域における人間関係が希薄になってきているので、住民が声をかけ合い共助で

きる地域作りのために、リーダーの育成等地域課題を解決するための仕組み作り。

（民生委員・児童委員）
・地域で市民同士が助け合える市民後見人制度の推進。

（市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く））
・家族構成が変わって、老人と子どもが一緒に生活する家族が少なくなりました。

老人、子どもとはどういうものかを、互いに理解しにくい環境となっています。

このアンケートの中にありました、小・中学生、高校生、大学生という若者の教

育の中に、福祉教育を取り込んでいくという方向は、頼もしい視点と思われます。

（町内会・自治会）
⑤　意識に関すること
・行政・福祉機関・医療・警察・消防機関などとの連携・協力も大切ですが、地域

住民自身の意識を高めることも求められます。（町内会・自治会）
⑥　その他
・顔見知りの人以外でも、困っていそうな人への気付きと、気付いたら声をかけ合

えるような町づくり。様々な人たちが自由に町中出掛けられるような取組。それ

により、自分とは異なる人への慣れと受け入れが進められると思う。

（市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く））
・「個人情報」という言葉が仲間意識を分断しているように思う。昔の「隣組」、

「協力」といった言葉を沢山使ってほしい。人間一人では何もできない、沢山の

人の協力が必要です。（団体・組織無回答）


（２）安全で安心して暮らしていくために必要な取組について
①　窓口・相談体制に関すること
・皆、できる限り人の世話にならないよう、迷惑をかけないよう、頑張って生活し

ています。でも、どうにもならなくなった時に相談できる場所があれば、安心で

きるのではないでしょうか。（民生委員・児童委員）
②　施設の整備（ハード面）に関すること
・車いすでも自由に街に出かけられる段差のない道路にしてほしい。

（団体・組織無回答）
・高齢者・障がい者が安心して通れる生活道路の整備や電柱の地下化などをやって

ほしい。（市民活動団体（ＮＰＯ法人））
③　福祉・健康に関すること
・高齢者問題を小学校区くらいの単位で協力できると、現実的。

（市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く））
④　子育てに関すること
・フィンランドのネウボラ（妊娠から出産、子どもが就学するまでの自治体による

切れ目のない支援）の取組を目指してほしい。（保育所・幼稚園）
（３）行政について

・行政が地域に入り込み、火付け役を担ってほしい。心ある市民は呼応します。その

機会を待っています。（市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く））
・様々な課題を住民も考え、参加できるようになっていけるといいと思う。しかし、

そのためには、行政が活動の基本を作り、解りやすく、動きやすい状態にしていく

といいと思う。「先頭に立って、ガンバロウ！」という人でなくても、これなら自

分ができるかなと思う人を巻き込めると思う。（保育所・幼稚園）
（４）感想
・ご近所やボランティアの活動を目指すことは賛成ですが、本来、専門職を入れるべ

き業務・活動にも一般市民を頼るのは、何か起きた時の責任の所在を考える時、慎

重に行ってほしいと思います。（市民活動団体（ＮＰＯ法人を除く））
・今の状況は、個人情報を守るために、困っている人が近所にいること自体知らない

で生活していると思います。家族の気持ちもあり難しい問題ですが、何とか助けあ

えると良いと思います。（団体・組織無回答）
・今年度の自治会長ですが、高齢者が多くなり、自治会の活動はほとんどできていま

せん。ゴミ集積場のみ正しく守り、個人の生活で精一杯の現状のように思う昨今で

す。（町内会・自治会）


あなたは、小平市の地域福祉や福祉のまちづくりについて、どのように思いますか。
○主な回答の内容
（１）地域福祉について
①　窓口・相談体制に関すること

　・市の方も社協の方も市民の方に丁寧に対応して下さり、とても良く思っています。

ただ、市役所や社協に出向かれる方の意見は聞けますが、出向いて行かれない方々

の意見も聞いてもらえると良いかと思います。（民生委員・児童委員）
②　その他
・近隣での小さいグループで、福祉活動ができるといい。まず、顔を知り、防犯や

ゴミなど身近な問題から助け合いに広がって行くといいのだけれど。

（民生委員・児童委員）
（２）福祉のまちづくりについて
①　施設の整備（ハード面）に関すること
・利用者側に立った見方をすることが最優先。（民生委員・児童委員）
②　施設の整備以外（ソフト面）に関すること
・子どもたちへの福祉学習は、結構行われていると思います。大人への啓発が必要

だと思います。（団体・組織無回答）
（３）高齢者について
・高齢化社会に突入した現在、一人暮らしのお年寄りが増えていくことも考えられま

す。普段から、地域交流の場を設定し、積極的に参加を呼びかけていくことが大切

かなと思います。（児童館）
（４）子育てについて
・高齢者支援だけではなく、子育て世代にも更なる支援を期待します。具体的には、

保育園増設、選考に落ちた人に対する対策、複数人子どもを育てている家族への支

援等。（地域包括支援センター）
（５）健康について
・健康増進のため、自己啓発、歩行道路の整備等、ソフト・ハード両面にまたがった

各人の積極的な取組が必要。結果的には、医療費の削減になる。（町内会・自治会）
（６）交通手段について
・高齢化に伴い、コミュニティバス等の整備による交通手段の充実を、より前向きに

進めてほしい。（民生委員・児童委員）


（７）行政について
・福祉を社会が必要としているのはよく分かりますが、余りにいろいろなことに手を

出しすぎ、社会のコストが大幅に上昇しているのが現状だと思います。

（町内会・自治会）
・若い世代の住民比率が低下し、高齢化が進む傾向の中で、自治会等が組織的に地域

福祉に対応することは、ますます困難になっている。自治会等の組織に頼らない市

としての取組を期待する。（町内会・自治会）
・地域毎（例えば町毎、地域包括ケアの地区毎等）の実情に応じたまちづくりを行っ

ていただきたい。（団体・組織無回答）
（８）その他
・市（行政）に何かして欲しいというよりは、自分たちが何をしたいのかを明確にし、

みんなで話し合い、協力し合い、そこで行政をはじめ外に働きかけ、自分たちのし

たいことを実現していくべきだと思う。我々も行政に言うよりまず、自分たちで動

かねば。（町内会・自治会）
（９）感想
・無関心の人が多いと思います。（町内会・自治会）
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